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“気働き”、大辞林を引くと「気が利くこと。機転。」とあります。しかしこの言葉には、

もっと沢山の興味深い意味が含まれているのではないかと思います。 

インターネットで検索すると、「業績の 75％は心の知能指数、気働きで決まる」、「補佐役

の気働き」、「明るさ、素直さ、気働きを持ち合わせたすばらしい人材を求めている」、「少

しの気働きをすれば状況は新鮮な様相を見せてくれる」などなど、社会や職場で気働きの

出来る人を求めていることがうかがわれます。

一方で“指示待ち族”という言葉が使われ出して久しい。

さて、皆さんはこの二つの言葉をどのように感じられるでしょうか？

渡邉 昌三（検査三科科長）

Q28

A28

抗核抗体（凝集）（LEテスト）と抗核抗体（ANA）との違いについて教え

てください。

検査項目 検査方法 解説 

抗核抗体（凝集）

（LE テスト） 

ラテックス

凝集反応 

LE テストは LE 細胞現象を引き起こす抗 DNP 抗体を測定して

います。主に全身性エリテマトーデス（SLE）の検査です。感度

は低めです。 

抗核抗体 

（ANA） 

FA（蛍光 

抗体法） 

抗核抗体群のすべてを一括検出する第一次スクリーニング

検査です。陽性に出れば染色型により対応抗体が推測でき、

次に進む抗体検査が特定できます。SLE も含め、多くの膠原

病で陽性を示します。 

※データの解釈については、『総合検査案内’06』の 83ページを参照ください。

お問合せ：学術データインフォメーション（D. I .）まで 

0120-14-8734（フリーダイヤル） / 082-247-4325（ダイヤルイン）
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